
令和 3年 8月３１日

プレーパークアンケートについて（回答まとめ）

※ アンケート問合数１１か所。 左記の内回答数９か所

１ 立地

公有地（９か所（以下数字のみ記載））、公園が主体（７）

２ 年間実施回数

年間 90回以上実施しているプレーパーク（プレーパークの名称は、以下ＰＰと略)

は、実施をＮＰＯへ委託している（３）

３ 交通手段

子どもが一人で行くことができるＰＰが多い（７）が、親と自家用車で来る子どもも

多い（７）

４ 参加の子どもについて

リピーターが多い（６）

５－１ プレーリーダーは常駐しているか

常駐しているＰＰが多い（５）

５－２ 常駐は週に何日か

回答なし（５）

５－３ ＰＰ開催時のプレーリーダーの人数

２～４人（７）

５－４ プレーリーダーの人数は足りていたか

足りていた（７）

５－５ 登録されていたプレーリーダーの人数

２～３人（４）、5 人以上（３）

5-6 ＰＰの開催曜日

土日が多かった(8)が、祝日と学校の長期休みに実施するＰＰがあった（２）

６－１ 利用者数

1回あたり１１～３０人のところが多い（５）が、3１人以上のＰＰもある（３）

６－２ 年間利用者数

そうりＰＰの 12,000 人を筆頭に 6,200 人と 2,300 人のＰＰがある。これらは、

年間毎土・日曜日に年間 100 日前後開催している。 よさみＰＰは、年間 60 回の

実施で 2,500 人の参加者がある。

６－３ 利用者数推移の概要

年々増加（５）又は現状と同水準（４）である。
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７－１ 設立時のいきさつ

自分の子どもを自由に遊ばせたいというＰＰ（２）と、行政の要望により実施され

ているＰＰがある（７）

７－２ 設立時の行政のサポートについて：

金銭的支援・広報支援・活動場所の確保について「支援あり」 （５）

「人的支援なし」 （４）

８ 現施設を利用するようになったいきさつ

実施者（市民）が行政に相談した結果利用しているケース（２）と、行政から依頼し

たケース（７）がある。

９－１ 運営予算について

2４0万円前後（３）、１５～30万円（４）、5 万円以下（２）

９－２ 主な収入源

市の事業等として助成金があるＰＰ（４）、委託事業を受けているＰＰ（３）がある

が、会費等で自主財源にして運営しているＰＰ（２）もある。

９－３ 支出における主な経費内訳

人件費 ８８％以上（６）

その他 消耗品等 100%（２）

１０ 委託契約の名称

なし（２）、補助金・委託料（７）

１１－１ 事故対応（保険の加入）

回答なし（３）、ボランティア保険（４）ほか

１１－２ 子どもへのフォローの方法（複数回答）

次回の声掛け（６）、回答なし（２）、病院への付き添い（１）、電話する（１）

１２ 過去に責任を問われたトラブル

なし（８）、回答なし（１）

１３ 各ＰＰの特徴や大切にしていること

参加者をお客さん扱いしない（４）、自分の責任で自由に遊ぶ（ケガと弁当は自分

持ち）（３）などの回答があった。

１４ 飲食のルール

特にない（６）としたＰＰがある一方で、持ってきた食べ物をみんなでシェアして食

べているＰＰ（１）と調理禁止（1）にしたＰＰがあった。その他、大人のためのたき火で

はないことを伝えたいというＰＰ（１）があった。

１５ 実施者から参加者に守ってほしいこと

基本として公園のルールを守る（4）、現状維持で返す（１）他。

大人に対してはアルコールとたばこはＮＧ
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１６ たき火や刃物の扱い制限（複数回答）

ナタ・キリ等には、プレーリーダーが管理していたり、見守りの実施等の何らかの制

限をつけているＰＰ（５）が多かった。

たき火は、時間や場所を決めているＰＰ（４）が多かった。特にない（２）としたＰＰも

あったが、見守りは行っている。

１７ 新型コロナウイルス感染症防止対策（複数回答）

マスク着用、手洗い・消毒、調理禁止、工作等作業場所の分散、備品の消毒、食事

は家に帰って摂る等の様々な報告があった。

１８ 新規プレーリーダーの掘り起こし（複数回答）

研修会の実施（８）、その参加者を勧誘（６）と常連参加者への口コミ募集（６）が

多かった。

１９ ご意見（まとめ）

よさみＰＰやみよしＰＰのように運営者がプレーリーダーになり、人件費なしで活動し

ているＰＰ（２）がある。（参考：その他、そうりＰＰ・おだいＰＰ・ＰＰらんらんのように行政

から委託を受けて活動しているＰＰ（３）があるほか、市の事業として活動しているみず

ひろＰＰ・なるこＰＰ・サバンナＰＰ、平子の森ＰＰ（４）がある。）

「遊びに来てください」 （そうりＰＰ）

「親は大人の視点で子どもを見ているので口出しが多く、そこから子どもたちを解

放させるのは大変」「プレーリーダー自身にも今まで培ってきたものがあり、そこをＰＰ

の理念に変えていく難しさを感じる」「実践していく中で私たちも学ぶことがたくさん

ある」「コロナ禍により、いろいろなことが制限されていることで、逆に多くの気づきが

ある」（おだいＰＰ）
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アンケート回答先

No 名称 住所

1 よさみプレーパーク
愛知県刈谷市高須町石山 2番地 1

フローラルガーデンよさみ

2 平子の森プレーパーク
尾張旭市東大道町原田 2600-1

企画課総合調整係

3 みよしプレーパーク miyoshi.ppark@gmail.com

4 なるこプレーパーク
愛知県名古屋市緑区相原郷 2-701

名古屋市緑児童館（代表）

5 みずひろプレーパーク
愛知県名古屋市緑区相原郷 2-701

名古屋市緑児童館（代表）

6 サバンナプレーパーク
愛知県名古屋市緑区相原郷 2-701

名古屋市緑児童館（代表）

7 おだいプレーパーク
愛知県知多市八幡字杉山１０－３

ＮＰＯ法人 新青樹（しんせいき）

8 そうりプレーパーク
愛知県知多市八幡字杉山１０－３

ＮＰＯ法人 新青樹（しんせいき）

9 中の池公園プレーパーク
愛知県知多市八幡字杉山１０－３

ＮＰＯ法人 新青樹（しんせいき）
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